
概要 特徴本工事は一般国道４００号那須塩原市塩原地区に位置する老朽化した鹿股橋の架け
替え工事です。既設橋の構造形式は単純合成鈑桁でしたが、架け替えを行う新設橋は
ライフサイクルコストを比較検討し、非合成鈑桁として設計しています。

既設橋は昭和44年に完成した橋梁であり、当時の基準で製作・施工されてい
ます。当時の塗装の際に使用した塗料には、人体に有害となる物質が含まれて
いることが試験結果から判明したため、適切に剥離・処分しました。 
なお、旧塗膜剥離作業は蛇尾川防災ステーションにおいて有害物質が空気中
に飛散しない様に湿式剥離剤を使用し実施しました。

平成24年3月版の道路橋示方書で設計を行ったところ、主桁本数が既設桁時
の５本から６本に変更となり、橋台沓座の改築工事を実施しました。

現地の施工条件及び工程を鑑み、撤去・架設は550ｔトラッククレーンを使用し
て一括撤去・架設を実施しました。
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既設橋台の沓座改築工における
コンクリート打設後の仕上げ作業
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550tトラッククレーンにて新規製
作桁の架設
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既設橋 （単純合成鈑桁＿５本主桁）

新設橋 （単純非合成鈑桁＿６本主桁）
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